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１
．

怜
奈
の
家
・
室
内
（
夜
）

薄
暗
い
部
屋
の
中
。
大
き
な
フ
ィ
ギ
ュ
ア
棚
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
綺
麗
に

飾
ら
れ
て
い
る
。
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。

冴
島
怜
奈
（
２
２
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
光
が
不
気
味
に
怜
奈
の
顔
を
映
し
出
す
。

（
パ
ソ
コ
ン
画
面
）
怜
奈
の
扱
う
キ
ャ
ラ
が
死
体
撃
ち
を
し

て
い
る
。

怜
奈

「
は
い
、
余
裕
」

怜
奈
、
面
白
が
っ
て
い
る
様
子
。

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
る
。

怜
奈
、
玄
関
へ
向
か
う
。

×

×

×

嬉
し
そ
う
に
、
荷
物
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
開
封
す
る
と
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
箱
が
出
て
く
る
。

入
念
に
箱
を
確
認
す
る
。

怜
奈
、
満
足
そ
う
な
表
情
。

ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
箱
を
開
け
る
。

梱
包
材
に
包
ま
れ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
取
り
出
す
。

怜
奈
、
早
ま
る
手
を
落
ち
着
け
る
よ
う
に
一
呼
吸
お
い
て
か

ら
、
梱
包
材
を
は
ず
し
て
い
く
。

頭
、
胴
体
、
足
が
分
か
る
程
度
の
ま
っ
さ
ら
な
人
形
が
出
て

く
る
。
足
裏
に
４
６
５
の
数
字
。

怜
奈
、
不
機
嫌
に
眉
間
に
皺
を
寄
せ
、
舌
打
ち
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
放
り
だ
し
、
携
帯
を
手
に
取
る
。

（
携
帯
画
面
）
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
販
売
画
面
。
「
希
少
！
生

産
数
５
０
０
体
！
限
定
フ
ィ
ギ
ュ
ア
。
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー

有
」
な
ど
の
文
字
が
並
ぶ
。

怜
奈
、
人
形
の
足
裏
を
再
度
確
認
。
４
６
５
の
文
字
。

怜
奈

「
マ
ジ
、
最
悪
」

と
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
放
り
投
げ
る
。

怜
奈
、
ベ
ッ
ド
に
ド
カ
ッ
と
座
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

悔
し
そ
う
に
大
き
く
溜
息
を
つ
く
。
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２
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内
（
朝
）

放
り
出
さ
れ
た
ま
ま
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
。

怜
奈
、
急
い
だ
様
子
で
、
出
勤
の
準
備
を
し
て
い
る
。
床
に

転
が
っ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
踏
み
そ
う
に
な
り
、
舌
打
ち
。

携
帯
を
確
認
す
る
。

（
携
帯
画
面
）
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
取
引
画
面
。
相
手
か
ら
の

返
信
は
な
い
。

怜
奈
、
蔑
む
表
情
で
画
面
を
見
つ
め
、

怜
奈

「
何
コ
イ
ツ
。
死
ね
よ
」

（
携
帯
画
面
）
取
引
キ
ャ
ン
セ
ル
ボ
タ
ン
を
押
す
。
「
事
務

局
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
表
示
さ
れ
る
。

３
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内
（
夜
）

真
っ
暗
な
部
屋
。

電
気
が
つ
き
、
部
屋
に
入
っ
て
く
る
怜
奈
。

苛
立
っ
た
様
子
で
鞄
を
投
げ
る
。

足
元
に
あ
っ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
目
を
や
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
顔
が
変
化
し
て
い
る
。

怜
奈
、
驚
い
て
、

怜
奈

「
え
っ
？
」

フ
ィ
ギ
ュ
ア
か
ら
離
れ
る
。

恐
る
恐
る
近
付
き
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
手
に
取
る
。

顔
を
近
付
け
て
確
認
す
る
。

精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
顔
。

怜
奈
、
し
ば
ら
く
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
顔
を
見
つ
め
る
。

ゆ
っ
く
り
と
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
壁
際
に
立
た
せ
る
。

怜
奈
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
。

何
度
も
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
確
認
し
、
集
中
出
来
な
い
様
子
。

（
チ
ャ
ッ
ト
画
面
）
同
じ
人
物
か
ら
「
楽
勝
ｗ
」
「
ざ
ま
あ

」
な
ど
が
並
ぶ
。

怜
奈
、
苛
立
っ
た
様
子
で
、
「
消
え
ろ
」
と
タ
イ
ピ
ン
グ
。

乱
暴
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
る
。

ベ
ッ
ド
に
寄
り
か
か
り
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
見
つ
め
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
体
が
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
て
い
く
。
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怜
奈
、
驚
い
た
表
情
で
、
そ
れ
を
見
る
。

箱
の
イ
ラ
ス
ト
と
同
じ
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
と
こ
ろ
で
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
の
変
化
が
止
ま
る
。

怜
奈
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
可
動
式
で
は
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
。

慎
重
に
台
の
上
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
置
く
。

何
か
を
考
え
る
よ
う
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
見
つ
め
る
。

そ
の
時
、
携
帯
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
。
怜
奈
の
体
が
ビ
ク

ッ
と
な
る
。

怜
奈
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
、
携
帯
を
確
認
す
る
。

（
携
帯
画
面
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
画
面
。
相
手
の
名
前
表
記
は
、

ク
ソ
上
司
と
な
っ
て
い
る
。
長
文
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
き
て
い

る
。

舌
打
ち
。
流
す
よ
う
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
。

怜
奈

「
面
倒
く
さ
。
ク
ソ
ジ
ジ
イ
。
死
ね
」

と
言
っ
て
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
。
そ
の
ま
ま
、
フ
ィ
ギ
ュ

ア
を
見
つ
め
る
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
変
化
は
な
い
。

４
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内
（
夕
）

Ｔ
「
２
日
後
」

怜
奈
、
喪
服
に
着
替
え
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
香
典
。

嬉
し
そ
う
に
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
手
に
取
る
。

服
を
着
る
と
い
う
変
化
を
と
げ
て
い
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
。
そ
の

服
は
、
細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
丁
寧
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

怜
奈
、
嬉
し
そ
う
に
感
触
を
確
か
め
る
。

満
足
そ
う
に
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
そ
の
箱
を
ケ
ー
ス
棚
の
一
番

目
立
つ
場
所
に
置
く
。

（
携
帯
画
面
）
フ
リ
マ
ア
プ
リ
取
引
画
面
。
取
引
完
了
ボ
タ

ン
を
押
す
。

画
面
を
見
つ
め
、
不
敵
に
笑
う
怜
奈
。

５
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内
（
夜
）

Ｔ
「
１
週
間
後
」

薄
暗
い
部
屋
。
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
。

テ
レ
ビ
音
声

「
ゲ
ー
ム
中
の
不
審
死
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
」
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怜
奈
、
嬉
し
そ
う
に
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
棚
を
確
認
し
て
い
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
、
更
に
変
化
し
、
豪
華
に
な
っ
て
い
る
。
ジ

オ
ラ
マ
の
よ
う
に
背
景
や
足
元
の
造
形
ま
で
出
来
上
が
っ
て

い
る
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
肌
に
は
艶
も
あ
り
、
生
き
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。

怜
奈

「
最
高
」と

、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
頬
を
な
で
る
。
テ
レ
ビ
か
ら
は
不
審
死

の
ニ
ュ
ー
ス
の
音
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。

怜
奈
、
テ
レ
ビ
前
に
座
り
、
携
帯
を
確
認
す
る
。

（
携
帯
画
面
）
ゲ
ー
ム
名
や
本
名
な
ど
の
リ
ス
ト
。
上
か
ら

順
に
名
前
の
横
に
×
印
が
書
か
れ
て
い
る
。

怜
奈
、
笑
い
が
こ
ら
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
様
子
で
、
声
を

出
し
て
笑
う
。
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
視
線
を
向
け
る
。

楽
し
く
て
仕
方
な
い
と
い
っ
た
表
情
の
怜
奈
。

６
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内
（
昼
）

怜
奈
、
電
話
を
し
な
が
ら
帰
宅
す
る
。

怜
奈

「
分
か
っ
て
る
よ
。
う
る
っ
さ
い
な
ー
」

怜
奈
、
受
話
口
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
い
る
の
を
無
視
し
て
、

電
話
を
切
る
。

す
ぐ
に
電
話
の
着
信
。
表
示
は
母
親
。

怜
奈
、
画
面
を
確
認
し
て
、
携
帯
を
投
げ
る
。

怜
奈

「
う
っ
ざ
い
。
本
当
む
か
つ
く
。
消
え
ろ
」

と
、
ベ
ッ
ド
に
う
つ
伏
せ
に
な
る
。

し
ば
ら
く
し
て
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
突
然
起
き
上
が
る
。

急
い
で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
確
認
す
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
変
化
が
な
い
か
細
か
く
確
認
す
る
。

安
堵
し
た
表
情
。

再
び
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
。
そ
の
ま
ま
目
を
閉
じ
る
。

×

×

×

怜
奈
、
父
親
か
ら
の
着
信
で
目
を
覚
ま
す
。

眠
そ
う
な
顔
で
、
電
話
に
出
る
。

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
表
情
に
変
わ
る
。

慌
て
た
様
子
で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
確
認
す
る
。
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
見
た
目
に
変
化
は
な
い
。

急
い
で
部
屋
を
飛
び
出
す
。

怜
奈
が
出
て
い
っ
た
後
の
暗
い
部
屋
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
口
元
だ
け
が
動
き
、
口
角
が
上
が
る
。

７
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内(

夜)

Ｔ
「
２
週
間
後
」

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作
で
、
怜
奈
が
入
っ
て
く
る
。
黒
い
服
。

力
な
く
、
顔
を
上
げ
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
見
る
。

そ
の
瞬
間
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
口
元
が
動
き
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
（
楽
し
そ
う
に
）
次
は
誰
に
す
る
？
」

怜
奈
、
後
ず
さ
る
。
足
が
も
つ
れ
、
尻
も
ち
を
つ
く
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
友
達
？

お
父
さ
ん
も
い
い
ね
」

と
、
可
笑
し
そ
う
に
笑
う
。

怜
奈
、
下
を
向
い
て
、

怜
奈

「
何
そ
れ
。
そ
う
い
う
変
化
…
…
」

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
最
高
で
し
ょ
？
」

怜
奈
、
怒
り
の
表
情
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
見
る
。

怜
奈

「
お
母
さ
ん
は
、
頼
ん
で
な
い
…
…
」

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
消
え
ろ
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ん
」

フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
怜
奈
の
モ
ノ
マ
ネ
を
し
て
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
う
っ
ざ
い
。
本
当
む
か
つ
く
。
消
え
ろ
」

と
、
再
現
す
る
。
自
分
の
声
に
大
笑
い
す
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
。

怜
奈
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
睨
む
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
棚
に
近
付
き
、
ケ
ー
ス
か
ら
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
取

り
出
し
、
思
い
切
り
投
げ
る
。

壁
に
打
ち
つ
け
ら
れ
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
。

床
に
落
ち
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
口
角
が
上
が
る
。

怜
奈

「
笑
う
な
」

怜
奈
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
拾
い
上
げ
て
、
何
度
も
床
に
叩
き
つ

け
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
（
ふ
ざ
け
た
よ
に
）
う
わ
ー
、
助
け
て
ー
」

怜
奈
、
力
ず
く
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
折
り
曲
げ
て
い
く
。

怜
奈

「
た
だ
の
人
形
の
く
せ
に
」
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
首
や
腕
、
足
が
は
ず
れ
て
い
く
。

が
、
す
ぐ
に
元
に
戻
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
不
敵
に
笑
う
。

怜
奈
、
力
な
く
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
離
す
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
無
駄
だ
よ
。
早
く
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
よ
」

怜
奈
、
無
視
し
て
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

玄
関
へ
向
か
お
う
と
す
る
が
、
ゴ
ミ
袋
が
軽
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
。

元
の
場
所
に
戻
っ
て
い
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
だ
か
ら
、
無
駄
だ
っ
て
」

窓
か
ら
外
へ
投
げ
捨
て
る
。

同
じ
よ
う
に
元
の
場
所
に
戻
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
（
お
ど
け
て
）
ハ
ロ
ー
」

怜
奈
、
焦
っ
た
表
情
で
、
部
屋
を
見
渡
す
。

最
初
に
入
っ
て
い
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
箱
が
目
に
入
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
（
慌
て
て
）
あ
っ
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

怜
奈
、
無
視
し
て
箱
へ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
入
れ
よ
う
と
す
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
待
っ
て
。
も
っ
と
遊
ぼ
う
よ
。
殺
そ
う
よ
」

怜
奈
、
無
視
す
る
。
な
ぜ
か
な
か
な
か
箱
へ
詰
め
ら
れ
な
い
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
「
い
い
の
？

本
当
に
い
い
の
？
」

怜
奈

「
…
…
も
う
い
ら
な
い
」

と
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
頭
を
箱
の
中
へ
ぎ
ゅ
っ
と
押
し
込
む
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
箱
の
中
へ
お
さ
ま
る
。
声
は
聞
こ
え
な
い
。

怜
奈
、
急
い
で
写
真
を
取
る
。

（
携
帯
画
面
）
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
開
く
。
出
品
す
る
。

怜
奈
の
携
帯
を
持
つ
手
が
震
え
る
。

（
携
帯
画
面
）SO

LD
O
U
T

の
表
示
が
出
る
。

怜
奈
、
急
い
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
詰
め
、
部
屋
を
出
て
い
く
。

８
．

怜
奈
の
部
屋
・
室
内
（
昼
）

Ｔ
「
翌
日
」

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
切
っ
た
部
屋
。

怜
奈
、
憔
悴
し
き
っ
た
顔
で
、
携
帯
を
握
り
し
め
て
い
る
。

通
知
音
に
気
付
き
、
携
帯
を
見
る
。
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（
携
帯
画
面
）
取
引
完
了
の
通
知
。

怜
奈
、
安
堵
の
表
情
で
、
大
き
く
溜
息
を
つ
く
。

力
を
抜
い
た
そ
の
瞬
間
、
苦
し
み
だ
す
。

そ
の
ま
ま
目
を
見
開
い
て
死
ぬ
。

（
携
帯
画
面
）
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
評
価
画
面
。
非
常
に
悪
い

の
評
価
が
つ
い
て
い
る
。
コ
メ
ン
ト
欄
に
は
「
全
く
違
う
も

の
が
届
き
ま
し
た
」

天
井
か
ら
撮
っ
た
構
図
。
薄
暗
い
部
屋
。

死
体
の
近
く
で
、
携
帯
の
明
か
り
だ
け
が
光
っ
て
い
る
。

徐
々
に
引
き
の
ア
ン
グ
ル
に
な
る
。

９
．

パ
ソ
コ
ン
画
面

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
怜
奈
の
部
屋
が
映
っ
て
い
る
。

（
以
降
、
全
て
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
動
き
）

動
画
が
終
了
さ
れ
る
。

動
画
に
名
前
が
つ
け
ら
れ
る
。

動
画
名
「
被
験
者
４
６
５
：
冴
島

怜
奈
」

呪
物
研
究
と
い
う
フ
ォ
ル
ダ
に
入
れ
ら
れ
る
。

フ
ァ
イ
ル
に
は
沢
山
の
動
画
。
被
験
者
０
０
１
～
番
号
順
に

名
前
が
つ
け
ら
れ
並
ん
で
い
る
。

（
お
わ
り
）


